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月つき清きよし、星ほし白しろし、

霜しも深ふかし、夜よる寒さむし、

家いへ貧まづし、友とも尠すくなし、

歳とし尽つきて人ひと帰かへらず、




思おもひは走はしる西にしの海うみ

涙なんだは凍こほる威海湾ゐかいわん

南みなみの島しまに船出ふなでせし

恋こひしき人の迹あとゆかし




人には春はるの晴衣はれごろも

軍功いくさいさほの祝酒いはひざけ

我には仮かりの侘住わびずまひ

独り手向たむくる閼伽あかの水みづ




我われ空むなしふして人ひとは充みつ

我衰おとろへて国くに栄さかふ

貞ていを冥土めいどの夫つまに尽つくし

節せつを戦後せんごの国くにに全まつたふす




月つき清きよし、星ほし白しろし、

霜しも深ふかし、夜よる寒さむし、

家いへ貧まづし、友とも尠すくなし、

歳とし尽つきて人ひと帰かへらず。


底本：「内村鑑三全集3　1894-1896」岩波書店

　　　1982（昭和57）年12月20日発行

底本の親本：「福音新報」78号、署名（内村鑑三）

　　　1896（明治29）年12月25日発行

※「月清つきゝよし」「星白ほしゝろし」（底本p.273-1）を「月つき清きよし」「星ほし白しろし」にあらためました。

入力：ゆうき

校正：ちはる

2000年11月2日公開

2005年9月26日修正

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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